
 

 

 

 

 

 

 

令和８年第３回鹿沼市議会定例会 
 
 
 
 
 

発 言 順 序 表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議案質疑並びに市政一般質問



◆◇◆令和８年９月２日（水）◆◇◆ 

 
※登壇予定時刻はあくまでも目安であり、前後することがありますので、予めご了解ください。 

 
 

 
№

議席 
番号

（登壇予定時刻） 
議 員 氏 名

発 言 内 容 頁

 

１ ２２
（１０時頃） 

横 尾 武 男

１　城山公園について 

２　横根地区について 

３　旧粟野高校の敷地について 

４　旧粟野庁舎について 

５　ガッツ石松さんについて

１
～
５

 

２ １６
（１１時頃） 

舘 野 裕 昭

１　「ゴルフのまち　鹿沼」の推進について 

２　地域の未来　人づくり事業について 

３　まちの駅　新・鹿沼宿について 

４　選挙投票体制について

６
～
９

 

３ ３
（１３時頃） 

橋 本 勝 浩

１　地区防災の推進について 

２　地域福祉を支える体制について 

３　市民スポーツ施設の利用環境の改善について

～
10

12

 

４ １
（１４時頃） 

鹿 妻 武 洋
１　鹿沼市奨学金貸付制度について 13

 

５ １３
（１５時頃） 

鈴 木 　 毅

１　小中学校の特殊詐欺等に関わらないための教

育について 

２　未相続問題について 

３　当市の行政財産について 

４　市の窓口受付時間の短縮の対応について

～
14

17



◆◇◆令和８年９月３日（木）◆◇◆ 

 
※登壇予定時刻はあくまでも目安であり、前後することがありますので、予めご了解ください。 
※発言内容の番号で、「議」がついているものは議案質疑、ついていないものは一般質問です。 

 

 
№

議席 
番号

（登壇予定時刻） 
議 員 氏 名

発 言 内 容 頁

 

６ ２４
（１０時頃） 

大 島 久 幸

１　雇用年齢の年齢制限延長について 

２　家庭ごみの分け方・出し方のルールについて 

３　鹿沼市の庁舎開庁・窓口時間の変更について

～
18

20

 

７ ９
（１１時頃） 

梶 原 　 隆

１　災害関連死を防ぐための避難所生活の環境改

善について 

２　個別避難計画の実効性向上について 

３　地震火災を防ぐ感震ブレーカーの普及促進に

ついて 

４　猟友会への支援強化について

～
21

29

 

８ １４
（１３時頃） 

阿 部 秀 実

議１　議案第93号　工事請負契約の締結について 

１　平和行政の発展、充実について 

２　街路樹、道路沿道樹木の管理について 

３　本と市民の関わりに対する行政の対応につい

て

～
30

36

 

９ ４
（１４時頃） 

早 川 勝 弘

１　安全な水の確保に向けた生活インフラについ

て 

２　公務員の熱中症予防や健康管理(安全配慮義

務)について 

３　静謐(せいひつ)な生活環境の整備について

～
37

39

 

１０ ２
（１５時頃） 

仲 田 知 史

１　系統用蓄電池施設の適正な設置について 
２　障害者優先調達推進法に基づく取組について 
３　学校給食における地産地消の推進と次期食育

推進計画について

～
40

43



◆◇◆令和８年９月４日（金）◆◇◆ 

※登壇予定時刻はあくまでも目安であり、前後することがありますので、予めご了解ください。

 
№

議席 
番号

（登壇予定時刻） 
議 員 氏 名

発 言 内 容 頁

 

１１ ６
（１０時頃） 

舩 生 雅 秀

１　北中校舎の各設備、建物全般の補修について

及び新たな設備の追加について 
２　学校用務員の必要性について 
３　心の強い人間を育てる教育について 
４　鹿沼市中山間地域等の活性化と広域道路ネッ

トワークの構築について

～
44

47

 

１２ １２

（１１時頃） 

石 川 　 さ や か 

１　野生鳥獣肉(ジビエ)の出荷制限一部解除と利

活用推進について 
２　クリーンセンターへのごみの持込みについて 
３　廃食用油を航空機燃料(SAF)に再資源化する

プロジェクトについて

～
48

52

 

１３ ５
（１３時頃） 

駒 場 久 和

１　市長の政治姿勢について 

２　市職員の働きやすい職場づくりについて
～
53

55

 

１４ １５
（１４時頃） 

佐 藤 　 誠

１　「住みよさランキング2026」について 

２　中学生の自転車通学ヘルメットについて 

３　教育長の教育理念とこれまでの取り組みにつ

いて

56

 

１５ ８
（１５時頃） 

藤 田 義 昭

１　人口減少となる社会に向けた政策について 

２　地元の実業高校との関わりについて 

３　今後の学校教育について

～
57

59



１ 
 

 
１番 議席２２番　　　横　尾　武　男 　       　  　   （５－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　城山公園について 
 

(1) 公園に隣接している施設について 
 

① 口粟野防空監視哨跡の保存と文化財とし

ての位置付けについて伺う。 
 

② 公園に隣接している墓地と防空監視哨の

公園化について伺う。 
 
 

 
 

 
 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



２ 

 

 
１番 議席２２番　　　横　尾　武　男 　       　  　   （５－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　横根地区について 
 

(1) 鹿沼市前日光牧場について 
 

① シカ、クマ等の獣害対策等について伺う。 
 

(2) 林道前日光ハイランド線について 
 

① 前日光ハイランド線の改良と再供用につ

いて伺う。 
 
 

 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 



３ 

 

 

 
１番 議席２２番　　　横　尾　武　男 　       　  　   （５－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
３　旧粟野高校の敷地について 
 

(1) 旧粟野高校の敷地について 
 

① 旧粟野高校の荒廃している敷地の対策に

ついて伺う。 
 

 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 



４ 

 

 

 
１番 議席２２番　　　横　尾　武　男 　       　  　   （５－４）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
４　旧粟野庁舎について 
 

(1) 旧粟野庁舎について 
 

① 旧粟野庁舎の今後の利活用について伺う。 
 

 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 



５ 

 
１番 議席２２番　　　横　尾　武　男 　       　  　   （５－５）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
５　ガッツ石松さんについて 
 

(1) ガッツ石松さんについて 
 

① 市民栄誉賞受賞者である故「ガッツ石松」

さんの功績を称え、記念館設置等の考えは

あるか伺う。 
 
 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 



６ 
 

 
２番 議席１６番　　　舘　野　裕　昭　        　  　   （４－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　「ゴルフのまち　鹿沼」の推進につい

て 
 

(1) コミュニティゴルフの活用について 
 

① コミュニティゴルフをどのように活用し

ていくのか 
・学校の授業での児童生徒への取り組み方や

取り入れの考えについて 
・市民への推進等について 

 
(2) ゴルフ客獲得のための新たな施策について 

 
① ゴルフを目的とした来訪者を増やすため、

プレーヤーへの補助など、新たな施策の考

えについて 
 

(3) ゴルフ客の観光誘導について 
 

① ゴルフ客を観光に誘導することは難しさ

を感じられますが、どのような戦略を考え

ているか、伺います。

 
（答弁者：市長・教育長・関係部長）



７ 
 

 
２番 議席１６番　　　舘　野　裕　昭　        　  　   （４－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　地域の未来　人づくり事業について 
 

(1) 地域の未来人づくり事業(地域のチカラ協働

事業の後継事業)について 
 

① 前事業と後継事業の変更点について 
 

② 新事業において、特に力を入れた点につい

て 
 

③ 各地区のニーズに沿った事業展開が可能

になるのか、伺います。

 
（答弁者：市長）



８ 

 

 
２番 議席１６番　　　舘　野　裕　昭　        　  　   （４－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
３　まちの駅　新・鹿沼宿について 
 

(1) 来場者、400 万人を迎えた新・鹿沼宿の更な 
る誘客について 

 
① 更なる誘客を促進するためには、さまざま

なイベントも有効であると考えますが、今

後どのような方針で開催していくのか伺

います。

 
（答弁者：市長・関係部長）



９ 

 
２番 議席１６番　　　舘　野　裕　昭　        　  　   （４－４）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
４　選挙投票体制について 
 

(1) 電子投票導入について 
 

① 電子投票導入の考えについて 
 

② メリット、デメリットについて 
 

(2) 投票所について 
 

① 投票所の見直しや投票所に向かうのが、困

難な人に対しどのような検討をしている

のか、伺います。

 
（答弁者：市長・関係部長・ 

選挙管理委員会事務局長）



１０ 

 

 
３番 議席　３番　　　橋　本　勝　浩　　 　         　   （３－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　地区防災の推進について 
 
(1) 地区防災計画策定の促進について 

 
① 本市における地区防災計画策定の現状と

課題、今後の見通しについて伺います。 
 

② 避難行動要支援者名簿の活用など、地域特

性に応じた実効性のある地区防災計画を

策定するための行政支援について伺いま

す。 
 

③ 地区防災計画の先行事例を、他の自主防災

会などへ展開させていく方針について伺

います。 
 
(2) 地区防災計画策定後の地域防災体制につい

て 
 
① 防災訓練や避難行動への反映など、地区防

災計画を実践につなげていく方策につい

て伺います。 
 

② 地域防災の主体となる自主防災会と、消防

団及び防災士との連携方針について伺い

ます。 
 
 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 



１１ 

 

 
３番 議席　３番　　　橋　本　勝　浩　　 　          　  （３－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　地域福祉を支える体制について 
 
(1) 地域福祉を支える体制について 

 
① 民生委員・児童委員や主任児童委員、みま

もり隊の主な役割と、それぞれの連携につ

いて伺います。 
 

② 全国的に担い手不足が課題とされている

が、民生委員等の選任までの流れについて

伺います。 
 

③ 民生委員・児童委員は、個人情報を含め

様々な情報を取り扱うこととなるが、研修

の実施など行政としてのフォローアップ

体制について伺います。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

　　　　　教育長・関係部長）



１２ 

 

 
３番 議席　３番　　　橋　本　勝　浩　　 　          　  （３－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
３　市民スポーツ施設の利用環境の改善

について 
 
(1) 照明設備の LED 化について 

 
① 市内スポーツ施設における照明設備の設

置状況、及び LED 化の進捗について伺い

ます。 

　 ② 安全性、省エネルギー及び維持管理費の縮

減を踏まえた、計画的な LED 化について

伺います。 
 
(2) 更衣・控室機能等の改善について 

 
① 市内スポーツ施設における更衣室、控室、

休憩場所及び水道設備等の現状と、利用者

から寄せられている要望について伺いま

す。 
 

② これらの要望に対し、既存施設の改修や簡

易的な整備を含め、利用環境を改善する考

えについて伺います。 
 
(3) スポーツ施設の利用及び調整体制について 

 
① 市内スポーツ施設の予約及び利用調整の

現状について、公平な利用調整のために

どのような取り組みをしておりどのよう

な課題があるか伺います。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

　　　　　　教育長・関係部長）



１３ 

 
４番 議席　１番　　　鹿　妻　武　洋　　           　   （１－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　鹿沼市奨学金貸付制度について 
 

(1) 鹿沼市奨学金貸付制度について 
 

① 鹿沼市が貸付する奨学金について、過去 3
年の、年度新規申込件数(大学生等、高校

生等の内訳)、新規認定件数(同)、全体の貸

付人数、全体の貸付金額、予算額に対する

執行率を伺います。 
また、市民の需要への対応として、どう評

価しているかを伺います。 
 

② 本市の奨学金では、保護者等 1 名に加え、

奨学生及び保護者等と生計を別にする市

民 1 名を連帯保証人として求めています

が、このような要件としている理由を伺い

ます。 
特に、保護者等以外の連帯保証人を求める

理由と、その者を市民に限定している理由

を伺います。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



１４ 
 

 
５番 議席１３番　　　鈴　木　　　毅　　           　   （４－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　小中学校の特殊詐欺等に関わらない

ための教育について 
 

(1) 小中学生を特殊詐欺等の被害者・加害者双方

にならないための教育について 
　　 

① 本市教育委員会では児童生徒に対し特殊

詐欺等の犯罪に加担させられる危険性に

ついて教育する必要性をどのように認識

しているのか伺う。 
 

② 本市の小中学校において現在、特殊詐欺や

SNS を利用した犯罪、闇バイト等につい

て児童生徒に対しどのような教育、啓発を

行っているのか伺う。又学校教育における

情報モラル教育の中で、特殊詐欺や犯罪へ

の勧誘について具体的に取り扱っている

か伺います。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



１５ 

 

 
５番 議席１３番　　　鈴　木　　　毅　　           　   （４－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　未相続問題について 
 

(1) 　土地・空き家について 
 

① 当市の令和 8 年度の土地及び未相続の

土地の筆数、また、空き家及び未相続

空き家の件数をお示しください。 
 

② 空き家の市街化区域の件数、調整区域

の件数、区域外の件数をお示しくださ

い。 
 

③ 未相続空き家の所有者に対し当市はど

のような対策をしているのか伺う。 
 

④ 大阪府寝屋川市では空き家流通促進税

条例を制定したが、当市についてはど

のような考えがあるか伺う。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



１６ 
 

 
５番 議席１３番　　　鈴　木　　　毅　　           　   （４－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
３　当市の行政財産について 
 

(1) 　当市の行政財産について 
 

① 市の現在保有している土地及び建物の

行政財産及び普通財産の個数をお示し

ください。 
 

② 現在の評価はいくらなのかお示しくだ

さい。 
 

③ その物件の固定資産税を計算したらお

いくらなのかお示しください。 
 

 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



１７ 

 
５番 議席１３番　　　鈴　木　　　毅　　           　   （４－４）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
４　市の窓口受付時間の短縮の対応につ

いて 
 

(1) 　市の窓口受付時間の短縮の対応について 
 

① 9 時開庁前の待機場所について。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



１８ 
 

 
６番 議席２４番　　　大　島　久　幸　        　 　    （３－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　雇用年齢の年齢制限延長について 
 

(1) 雇用年齢上限の現状について 
 

① 行政機関における雇用年齢の上限及び再

雇用年齢の上限と把握できる民間の雇用

年齢の上限及び再雇用の上限について伺

います。 
 

(2) 人口減少時代の雇用年齢について 
 

① 人口減少時代の労働力不足は深刻であり

又生涯現役で働きたい人にとっては雇用

年齢の制限が壁になっています。人材不足

においての雇用年齢見直しについて市が

率先して行う考えがあるか伺います。

 
（答弁者：市長・関係部長）



１９ 
 

 
６番 議席２４番　　　大　島　久　幸　        　 　    （３－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　家庭ごみの分け方・出し方のルール

について 
 

(1) 市民に対する家庭ごみの分け方・出し方の

徹底について伺います。 
 

① 家庭ごみの分け方・出し方のルールに  
ついては広報かぬまや自治会組織によ 
り周知されていますが、ルール違反やト

ラブルが聞こえてきます。ルール徹底を

個々のゴミステーションに関係する住民

だけに任せるのではなく行政としてでき

る事は無いか伺います。 

 
（答弁者：市長・関係部長）



２０ 

 
６番 議席２４番　　　大　島　久　幸　        　 　    （３－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
３　鹿沼市の庁舎開庁・窓口時間の変更

について 
 

(1) 開庁・窓口時間の変更を行うに至った経緯

について伺います。 
 

① 開庁・窓口時間の変更を行うについてど

のような検討がなされてきたのか伺いま

す。 
 

(2) 開庁・窓口時間の変更を行うことによる市

民サービスへの影響と職員の業務効率化

をどのように考えているかについて伺い

ます。 
 

① 市民の来庁時間は様々であり又用向き  
の部署も様々な中で一律に開庁・窓口時

間の変更を行う事で市民が不便を感じる

等市民サービスの低下につながるような

事はありませんか。 
又、開庁・窓口時間の変更により職員の

業務効率・ワークライフバランスはどの

ように改善されますか。 

 
（答弁者：市長・副市長・関係部長）



２１ 
 

 
７番 議席　９番　　　梶　原　　　隆　        　 　    （９－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　災害関連死を防ぐための避難所生活

の環境改善について 
 

(1) トイレの必要数と備蓄について 
 

① 各指定避難所について、想定避難者数に

応じた必要トイレ数を算定しているの

か伺う。 
 

② 非常用トイレキットは、1 万 1,140 回分

備蓄されているとのことでしたが、この

数量は、どのような根拠によって算定さ

れたものなのか伺う。 
 

③ ハードタイプの仮設トイレについて、協

定先から実際に何基を、発災後何時間以

内に確保できるのか、具体的な供給体制

について伺う。 
 

④ 仮設トイレの迅速な確保という観点か

ら、トイレカーやトイレトレーラーを自

治体間連携や民間事業者との協定によ

って確保することについて、市の考えを

伺う。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



２２ 
 

 
７番 議席　９番　　　梶　原　　　隆　        　 　    （９－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
(2) 段ボールベッド等 455 台の活用について 

 
① 段ボールベッド及び簡易ベッドを合わせ 

て 455 台について、現在どこに保管されて 
いるのか、また、発災時にどのように各避 
離所へ搬送・設置する計画となっているの 
か伺う。 
 

② 段ボールベッド等について、全避難者を対 
象とするのか、それとも高齢者や障がい者 
など要配慮者を優先して配備するのか、市 
としての考え方を伺う。 

 
(3) 「TKB」の確保について 

 
① 避難所の生活環境について、トイレ・食

事・睡眠環境を一体的に捉え、避難者の健

康を守るという観点から整備していくこ

とが重要と考えますが、市の認識を伺う。



２３ 
 

 
７番 議席　９番　　　梶　原　　　隆　        　 　    （９－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
(4) 「避難所に来ない人」への支援について 

 
① 本市では、在宅避難者や車中泊避難者をど

のように把握し、食料、飲料水、トイレ、

保健・医療等の支援につなげるのか伺う。 
 

(5) 「民間避難所」の活用について 
 

① 体育館等の一般避難所だけでは、すべての

避難者に適切な環境を提供することは困

難です。 
特に高齢者、障がい者、妊産婦、乳幼児、

医療的ケアが必要な方などについては、よ

り適切な環境が必要です。 
そこで、ホテル、旅館、福祉施設などの民

間施設を、災害時の避難先として活用する

協定をさらに拡充していく考えはあるの

か伺う。

 
 



２４ 
 

 
７番 議席　９番　　　梶　原　　　隆　        　 　    （９－４）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　個別避難計画の実効性向上について 
 

(1) 鹿沼市の個別避難計画の現状と課題につい

て 
 

① 自ら避難が困難な要支援者について、本市

ではどのような支援体制を構築している

のか伺う。 
 

② 本市における個別避難計画の対象者数、作 
成済みの人数・割合について、現在どのよ 
うな状況となっているのか伺う。 
 

③ 個別避難計画を作成する上で、特に課題と 
なっていることは何か伺う。 

 
(2) 個別避難計画の実効性について 

 
① 本市では、作成した個別避難計画につい 

て、避難支援者が実際に対応可能なのか、 
避難経路に危険箇所がないのか、避難先ま 
でどのように移動するのかといった実効 
性について、どのように確認しているのか 
伺う。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 
 



２５ 
 

 
７番 議席　９番　　　梶　原　　　隆　        　 　    （９－５）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
② 福祉避難所の現状についてと、福祉避難所 

の受け入れ体制が個別避難計画とどのよ 
うに連携させているのか伺う。 
 

③ 自治会、民生委員、消防団、社会福祉協議 
会、福祉事業者、地域住民など、複数の主 
体が連携して避難支援を行う仕組みを構 
築する考えはないか伺う。 

 
(3) 避難訓練について 

 
① 個別避難計画を実際の避難訓練につなげ

る取り組みを行っているのか伺う。 
 

(4) 民間避難先の確保について 
 

① 要支援者の中には、一般の指定避難所で

の生活が困難な方もいる。本市として、

社会福祉法人や介護・障がい福祉事業所、

民間施設等と協定を締結するなど、要支

援者の受け入れ先となる「民間避難先」

の現状について伺う。



２６ 
 

 
７番 議席　９番　　　梶　原　　　隆　        　 　    （９－６）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
３　地震火災を防ぐ感震ブレーカーの普

及促進について 
 

(1) 鹿沼市の現状について 
 

① 鹿沼市では、令和 8 年 2 月から市ホームペ 
ージ等において、感震ブレーカーの設置を 
市民に呼び掛けています。 
鹿沼市における地震防災対策の中で、感震 
ブレーカーの普及促進をどの程度重要な 
施策として認識しているのか伺う。 
 

② 令和 4 年 9 月に行われた「防災に関する世 
論調査」では、感震ブレーカーの全国設置 
率は 5. 2%にとどまっています。 
鹿沼市内の住宅における感震ブレーカー 
の設置状況について、市として把握してい 
るのでしょうか伺う。 
 
 

 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 
 



２７ 
 

 
７番 議席　９番　　　梶　原　　　隆　        　 　    （９－７）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
(2) 補助制度について 

 
① 鹿沼市は、感震ブレーカーの設置を市民に 

推奨していますが、購入費や設置費に対す 
る補助制度は設けられていません。 
市として、これまで補助制度の創設を検討 
したことがあるのか伺う。 
 

② 令和 8 年に入り、国においても感震ブレー 
カーの設置促進に向けた取り組みが強化 
されています。 
国の動きを踏まえ、鹿沼市においても補助 
制度を創設する必要性が高まっていると 
考えますが、市の見解を伺う。 

 



２８ 

 

 
７番 議席　９番　　　梶　原　　　隆　        　 　    （９－８）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
４　猟友会への支援強化について 
 

(1) 熊の出没状況と市の対応について 
 

① 本市における近年の熊の目撃件数及び出

没状況はどのように推移しているのか。ま

た、市民の安全確保のため現在どのような

対応を行っているのか伺う。 
 

(2) 猟友会の現状について 
 

① 熊を含め有害鳥獣対策を担う猟友会の会

員数や年齢構成について、市はどのように

認識しているのか。また、人材確保につい

てどのような課題があると考えているの

か伺う。 
 

(3) 活動経費への支援について 
 

① 熊の出没時には緊急出動が必要となるが、

車両費や燃料費、弾薬費、無線機器、安全

装備など多くの自己負担があると聞いて

います。 
現在、市としてどのような財政支援を行っ

ているのか伺う。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 
 



２９ 

 
７番 議席　９番　　　梶　原　　　隆　        　 　    （９－９）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
(4) 若手捕獲従事者の育成について 

 
① 猟友会の高齢化が進む中、若い捕獲従事者

を育成することが重要です。 
狩猟免許取得費用や講習会受講料、銃所持

に係る費用などへの補助制度を創設・拡充

する考えはあるのか伺う。 
 

(5) 熊対策の装備充実について 
 

① 熊は他の有害鳥獣より危険性が高く、安全

装備が重要です。 
防護ベストや通信機器、ドライブレコーダ

ー、GPS 機器等の装備整備について、市

として支援を行う考えはあるのか伺う。 
 

(6) 今後の体制整備について 
 

① 熊の出没が増加する中、行政だけでは対応

できません。 
市として猟友会を地域防災を担う重要な

パートナーと位置付け、持続可能な活動体

制を構築する考えはあるのか伺う。



３０ 

 

 

 
８番 議席１４番　　　阿　部　秀　実　        　  　   （１－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
議１　議案第 93号　工事請負契約の締結に

ついて 
 

(1) 改修工事の内容と工期について 
 

① 契約は令和 8 年度自然の森総合公園サッカ

ー場改修工事の契約をするための議案です

が、改修工事の内容と工期について伺いま

す。 
また、工事の期間、サッカー場の利用につ

いて伺います。

 
（答弁者：市長・教育長・関係部長）



３１ 

 

 
８番 議席１４番　　　阿　部　秀　実　        　  　   （６－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　平和行政の発展、充実について 
 

(1) 平和都市宣言について 
 

① 鹿沼市は、戦後 50 年の節目の年となる平成

7 年 8 月 15 日に平和都市を宣言しました。

また、平和都市宣言後、その翌年に平和都

市宣言記念モニュメントを市役所庁舎ロー

タリーに設置しました。 
私たち鹿沼市民は、非核三原則を堅持し、 
日本国憲法の精神である世界の恒久平和を 
達成するため努力することを決意して「平 
和都市」を宣言したものです。昨今の世界 
情勢を見ると、こうした平和への取り組み 
は大切だと考えています。 
昨年、総務常任委員会にて交通政策の先進

自治体として視察訪問した加古川市では、

宣言を示す看板を歩道橋に掲げたり、 標柱

なども設置されていました。調べて見ると

標識版 4 カ所、標柱が 20 カ所設置してある

とのことです。多くの市民が見ることで、

啓発につながると考えます。本市において

も市内の各地域の可能な場所に設置しては

と思いますが、考えを伺います。 
 

 
（答弁者：市長・教育長・関係部長）



３２ 

 

 
８番 議席１４番　　　阿　部　秀　実　        　  　   （６－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
② 2024 年、日本原水爆被害者団体協議会(被 

団協)が、ノーベル平和賞を受賞しました。 
『原爆の被害は私たちで最後にしてほし

い』という被爆者の思いと活動が歴史を動

かしたということだと思います。広島平和

式典において、広島市松井市長の平和宣言

でも、核廃絶を理想で終わらせないための

行動の必要性を全世界の市民一人ひとりに

呼びかけるものでした。被爆者の願いであ

る核兵器廃絶に対する市長の認識を伺いま

す。 
また、鹿沼市の「平和都市宣言」を「非核

平和都市宣言」として、現在県内自治体で

は小山市のみ加盟している日本非核宣言 
自治体協議会にも加盟することで、核兵器 
廃絶の市民意識の喚起を促す取り組みにし 
てはと思いますが、考えを伺います。 

 
   
 

 
 



３３ 

 

 
８番 議席１４番　　　阿　部　秀　実　        　  　   （６－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
(2) 平和学習について 

 
① 市内の中学生を広島平和記念式典へ派遣

する事業や、戦争体験者の証言 DVD の制

作・学校配布、講演会などの取り組みな

どを行っていますが、世界各地で不安定

な情勢が続く中、核抑止力依存を認めな

い環境づくりと、平和の尊さを次世代に

伝え学ぶ教育の重要性が高まっていると

思います。児童生徒が平和を自分事とし

て捉え、主体的に考える力を育む平和学

習の充実に一層取り組むべきと思ってい

ますが、市の現状について伺います。ま

た、昨年、市内の子どもたちを対象に開

催した「こどもたちによる“平和なまち”

絵画コンテスト」の継続的な取り組みや、

中学生の修学旅行で広島平和記念資料館

見学を取り入れた行程を検討してはと思

いますが、考えを伺います。 



３４ 

 

 

 
８番 議席１４番　　　阿　部　秀　実　        　  　   （６－４）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　街路樹、道路沿道樹木の管理について 
 

(1) 街路樹、道路沿道樹木の管理について 
 

① 樹木は、日陰を作り夏の暑い時期は日陰

に入ると体感温度が下がり、熱中症対策

にも貢献していると思いますが、市道や

市の玄関口である JR 鹿沼駅前などにお

いても大きくえだを張り出したもの、枝

が枯れて落下したもの、電線を覆ってし

まうなど市内各地で見られ危険を感じま

す。経年とともに、樹木が大きく成長し

張り出した根により歩道を盛り上げた

り、インターロッキングや縁石が壊れて

いる場所、倒木の恐れがあるものなど、

放置しておけない樹木も増えていると思

います。市の対応としては点検や、強風

時のパトロール、市民からの通報の対応

などがあると思いますが、取り組みにつ

いて伺います。

 
（答弁者：市長・教育長・関係部長） 



３５ 

 

  

 
８番 議席１４番　　　阿　部　秀　実　        　  　   （６－５）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
３　本と市民の関わりに対する行政の対応

について 
 

(1) 鹿沼市子どもの読書活動推進計画について 
 
① 第 4 次鹿沼市子どもの読書活動推進計画 

は、子どもたちの読書環境の充実のため、 
様々な機会を通して、読書活動に慣れ親

しんでもらえるようにするための計画と

しています。第 4 次計画の期間は、令和

4 年度から令和 8 年度までの 5 年間とし

て今年度で計画満了になり、令和 9 年度

から第 5 次計画ということですが、第 4
次計画での成果と課題について示してく

ださい。 
 

② 第 4次計画書を拝見すると約 40ページに 
及ぶ計画書は詳細にわたる計画の説明や 
データがまとめられていますが、計画の

対象となる子どもや保護者が見て理解で

きるものなのか疑問を感じます。次の計

画では優しく解説してふりがなをつけた

概要版を作成してはと思いますが、考え

を伺います。 

 
（答弁者：市長・教育長・関係部長）



３６ 

 

 
８番 議席１４番　　　阿　部　秀　実　        　  　   （６－６）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
(2) 本が広げるまちづくりについて  

 
① 本市に限らず多くの書店で、ベストセラ

ーや漫画など売行きのよい似たような本

が店頭に並び、これまで出会う機会の少

なかった本や未知のジャンルを手に取る

ことが難しくなっていると感じていま

す。 
そのような中、新たな価値や機能を備え 
た書店がまちの拠点施設として活用され

ているケースがあります。最近話題にな

るブックカフェは、本を持ち寄って小さ

な本屋となるブックカフェや誰でも読め

る本棚がある無人のコーヒースタンドな

ども登場し、本がつなぐ交流がまちの活

性化につながる事例も増えています。 
書店は知的情報インフラであり、新たな 
形で注目されています。若者の居場所、

憩いの場の創出、交流人口の増加などに

向けて、空き店舗などを活用したリノベ

ーションに対し、書店の設置に対応した

支援を進めてはと思いますが、考えを伺

います。 

 
（答弁者：市長・教育長・関係部長）



３７ 
 

 
９番 議席　４番　　　早　川　勝　弘　        　 　    （３－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　安全な水の確保に向けた生活インフ

ラについて 
 

(1) 市営住宅等の公共施設における受水槽の管

理について 
 

① 中層建物では水圧を高めるために一旦受

水槽に貯水される。受水槽は定期的な清掃

等の安全対策が重要であり、市営住宅等の

公共施設における受水槽は行政自らが模

範となる管理を行うべきと考えるが、鹿沼

市での管理状況等について伺う。 
 

(2) 受水槽管理の横断的な体制作りについて 
 

① 市内には、様々な管理主体の受水槽が存在

する。受水槽の管理運営の推進は多部門が

所管する意味合いを持ち、部門を横断して

安全な水環境を整える体制が必要だと考

えるが、鹿沼市の見解を伺う。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



３８ 
 

 
９番 議席　４番　　　早　川　勝　弘　        　 　    （３－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　公務員の熱中症予防や健康管理(安全

配慮義務)について 
 

(1) 公用車・緊急車両等の運行時における水分

補給・休憩利用の適正化と環境整備につい

て 
 

① 近年の酷暑化に伴い、令和 7 年 6 月に労働 
安全衛生規則が改正され、事業者に熱中症 
対策が義務付けられた。鹿沼市における外 
勤、屋外作業を行う職員や、消防・救急隊 
員の熱中症リスクを回避するための対策

について伺う。 
 

② 外勤の職員が気兼ねなく水分補給や休憩

に立ち寄れるよう、車両のダッシュボード

等へ「水分補給中」「休憩中」等の明示プ

レー卜を掲示する等の取り組みを導入す

べきと考えるが、見解を伺う。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



３９ 

 
９番 議席　４番　　　早　川　勝　弘　        　 　    （３－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
３　静謐(せいひつ)な生活環境の整備につ

いて 
 

(1) 系統用蓄電池施設建設の現状と認識につい

て 
 

① 系統用蓄電池施設は電気事業法上発電設

備の一種として位置づけられているが、一

定基準以下のものは制限する法律の適用

がない。法的な制限及び基準について伺

う。 
 

② 法的制限が及ばない設備であっても、特に 
住宅街の中では、静謐な生活に影響を与え 
る可能性をはらんでいる。火災のリスクや 
消火の難しさ、冷却ファンによる騒音や低 
周波による健康被害の不安など、小規模施 
設であっても課題は存在する。生活環境の 
著しい変化や不安要素に対する鹿沼市の

認識を伺う。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



４０ 

 

 
１０番 議席　２番　　　仲　田　知　史　        　  　   （４－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　系統用蓄電池施設の適正な設置につ

いて 
 

(1) 現行法令の課題と市独自ルールの整備につ

いて 
 

① 系統用蓄電池施設について、建築基準 
法・都市計画法、電気事業法、消防法令等 
は、それぞれ建築・土地利用、電気設備の 
技術的安全性、火災予防等を目的としてい 
る。一方、住宅地への立地に伴う住民説明、 
騒音、離隔、災害時対応等を一体的に調整 
する仕組みには課題が残ると考える。各法 
令によって対応できる範囲と、本市が認識 
する制度上・運用上の課題について伺いま 
す。 

 
② 各法令だけでは十分に対応できない課題

を補完し、計画段階から行政が横断的に 
関与できる仕組みが必要と考える。本市の 
既存条例の対象に系統用蓄電池施設を加 
える条例改正、又は条例改正までの間のガ 
イドライン策定を進める考えについて伺 
います。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



４１ 

 

 

 
１０番 議席　２番　　　仲　田　知　史　        　  　   （４－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　障害者優先調達推進法に基づく取組

について 
 

(1) 障害者優先調達の目標設定について 
 

① 本市の令和 6 年度障害者優先調達実績は

4,006, 740 円となり、目標額 1,000,000 円
を大きく上回っている一方、令和 7 年度 
の調達目標も 1,000,000 円に設定されて 
いる。前年度実績を踏まえた目標額の設定 
や、物品・役務ごとの目標設定について、 
どのように考えているのか伺います。 

 
(2) 調達実績の公表について 

 
① 本市の調達実績の公表は、物品と役務の

区分及び合計額にとどまっている。近隣 
自治体では、食料品、印刷、清掃・施設

管理、情報処理等、品目・業務別の調達

実績を公表している事例もある。本市に

おいても、取組状況を検証できるよう、

品目・役務別など、より詳細な実績を公

表すべきと考えるが見解を伺います。 
 
 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



４２ 

 

 

 
１０番 議席　２番　　　仲　田　知　史　        　  　   （４－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
３　学校給食における地産地消の推進と

次期食育推進計画について 
 

(1) 第 4 次かぬま元気もりもりプランの実績と

検証について 
 

① 第 4 次かぬま元気もりもりプランでは、学

校給食における地場産物活用割合(金額ベ

ース)を令和 3 年度 66.4%から令和 8 年度

70%とする目標を掲げています。計画最終 
年度を迎えるに当たり、令和 4 年度から令

和 7 年度までの各年度の実績値と、令和 8
年度の現時点における達成状況を伺いま

す。 
 

② これまでの実績を踏まえ、目標達成または

未達成となった要因をどのように分析し

ているのか、また、地場産物の活用拡大に

向けて実施してきた取組の内容や成果及

び課題をどのように検証し、次期計画の策

定に反映していくのかを伺います。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 



４３ 

 
１０番 議席　２番　　　仲　田　知　史　        　  　   （４－４）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
(2) 地場産物活用割合の見える化について 

 
① 現行計画の「地場産物活用割合」について、

栃木県産のうち鹿沼市産が占める割合や、

市内産農畜産物の品目別使用量、購入金額

等を把握しているのか伺います。また、市

内産と県内産を区分した実績を公表し、地

産地消の成果をより分かりやすく見える

化する考えについて伺います。 



４４ 
 

 
１１番 議席　６番　　　舩　生　雅　秀　 　　      　    （４－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　北中校舎の各設備、建物全般の補修に

ついて及び新たな設備の追加につい
て 

 
(1) 北中校舎の各設備、建物全般の補修と設備の

改装と新たな設備設置について 
 

① 老朽化した設備の整備について伺う。 
 

② 配膳室のエアコンの設置について伺う。 
 

③ バリアフリー対応エレベーター設置につ

いて伺う。 
 
 
 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 
 
 
 



４５ 
 

 
１１番 議席　６番　　　舩　生　雅　秀　 　　      　    （４－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　学校用務員の必要性について 
 

(1) 教職員が本来の仕事(授業等)に専念するた

めの用務員の必要性について 
 

① 栃木県内の他の市には学校用務員がおら 
れるが、鹿沼市にはそれがない。学校教職 
員が生徒の指導に多忙を極める中、教職員 
の職務低減を目指す意味で用務員の採用 
をすることについて伺う。 
 

 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 
 



４６ 
 

 
１１番 議席　６番　　　舩　生　雅　秀　 　　      　    （４－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
３　心の強い人間を育てる教育について 
 

(1) 「困難を乗り越える力、失敗から立ち上がる

力、そして不当なことには毅然と立ち向かう

力を持った人間を育てる教育について」 
 

① ここでいう「力」とはいわゆる「胆力」の

事であります。少々の困難でくじけない、

失敗しても諦めない、苦しいことから逃げ

ずに努力する、他人の痛みも理解できるな

どの人間性のある人間を育てるには、鹿沼

市においてはどのようにしているのか伺

う。 
 
 

 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 
 



４７ 

 
１１番 議席　６番　　　舩　生　雅　秀　 　　      　    （４－４）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
４　鹿沼市中山間地域等の活性化と広域

道路ネットワークの構築について 
 

(1) 鹿沼市中山間地域等の活性化と広域道路ネ

ットワークの構築について 
 

① 第 9 次総合計画では広域的な連絡網やス

マートインターチェンジが位置付けられ

ている。現在、都市計画マスタープランが

見直されているところだが、そちらにも位

置付ける考えはないか伺う。 
 

② 南押原地区を起点として、南摩、上南摩、

上久我、西大芦、板荷方面を結び、さらに

例幣使街道方面へつながる広域的な道路

ネットワークを構築するという考えにつ

いて伺う。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 
 



４８ 
 

 
１２番 議席１２番　　　石　川　さやか 　　        　    （５－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１ 野生鳥獣肉(ジビエ)の出荷制限一部解

除と利活用推進について 
 

(1) 本市における野生鳥獣肉の出荷制限および

一部解除の現状と見通しについて伺います。 
 

① 本県における野生鳥獣肉の放射性セシウ

ム検出値の現状から、地域一括での出荷制

限解除は困難とされる一方、食肉処理施設

ごとの全頭検査体制等(出荷・検査方針)を
前提とした「一部解除」の仕組みが存在し

ます。本市における鳥獣被害の現状とジビ

エ利活用のニーズを踏まえ、その可能性や

市としてこの「施設単位での一部解除」の

手続きについてどのように認識している

か伺います。 
 

(2) 一部解除に向けた安全管理体制の構築と行

政の関与・支援について伺います。 
 

① 施設単位での一部解除申請にあたっては、

県や関係機関との事前協議に加え、受入

れ・加工・出荷時等における自治体(市等)
職員の立ち会いや、公定法による全頭検査

など実効性のある安全管理体制について

検討する必要があります。民間事業者や協

議会等が施設整備や一部解除を目指す際、

市としてどのような立会い・管理体制の協

力を行っていく考えがあるか伺います。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 
 



４９ 
 

 
１２番 議席１２番　　　石　川　さやか 　　        　    （５－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
(3) 食肉（ジビエ）処理施設の整備支援について

伺います。 
 

① 食肉（ジビエ）処理施設の整備にあたっ

ては、農林水産省の「鳥獣被害防止総合

対策交付金」等の活用が考えられますが、

市の活用方針を伺います。また、捕獲・

処理事業者の負担軽減と持続可能なジビ

エ振興に向け、市として検査体制の整備

などの手続きの支援にどのように取り組

むか伺います。  

 
 
 



５０ 
 

 
１２番 議席１２番　　　石　川　さやか 　　        　    （５－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　クリーンセンターへのごみの持込み

について 
 

(1) 持込みごみの制限緩和について伺います。 
 

① 持込みごみは、2t 車未満の車両で 1 日 1
回限りとする制限について、引っ越し等で

大量のごみが発生した際に、1 日複数回持

込めるよう、制限を緩和できないか伺いま

す。 
 

② 本人確認や、引っ越し等であることの申請

方法について、現状の電話対応だけでな

く、オンライン申請も併用できないか伺い

ます。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 
 



５１ 
 

 
１２番 議席１２番　　　石　川　さやか 　　        　    （５－４）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
３　廃食用油を航空機燃料(SAF)に再資源

化するプロジェクトについて 
 

(1) 回収状況について伺います。 
 

① 7 月の事業開始以降、回収状況および市

民・事業者からの反応について伺います。 
 

(2) 協力企業・事業者との連携強化について 
 

① 株式会社ナカニシ様、清洲地区コミュニ

ティ推進協議会様との先行事例を踏ま

え、市内の他企業や事業所、飲食店等へ

の協力を広げて行くためのアプローチ策

について伺います。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 
 



５２ 

 
１２番 議席１２番　　　石　川　さやか 　　        　    （５－５）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
(3) 市民への周知と回収拠点の整備・拡充につい

て 
 

① 市民が手軽に排出できる仕組み(スーパー

等への回収ボックスの設置やイベントで

の回収等)の拡充と、環境教育や広報を通

じた意識啓発の具体的な展開について伺

います。 
 

(4) 回収目標 5t の達成に向けたロードマップに

ついて 
 

① 目標達成に向けた年次計画や、今後の課

題に対する市の方針について伺います。 



５３ 
 

 
１３番 議席　５番　　　駒　場　久　和　         　  　   （３－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　市長の政治姿勢について 
 

(1) 市長トップセールスについて 
 

① 精力的にトップセールスを行っていると

思われるが、その内容と目的、成果につい

てお示しください。 
 

② 今後、その成果をどのように施策に反映さ

せていくのか伺います。 
 

(2) 施策展開の戦略ワード「鹿沼+(プラス)」に

ついて 
 

① 「鹿沼 2030 プラン」の「鹿沼+(プラス)」
の施策について伺います。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



５４ 
 

 
１３番 議席　５番　　　駒　場　久　和　         　  　   （３－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　市職員の働きやすい職場づくりにつ

いて 
 

(1) 市職員の採用・定着について 
 

① 本市への、近年の受験者数及び合格者、辞

退者、実際の入庁者数の推移について副市

長に伺う。 
 

② 一般的には若者の離職率が高まっている

と言われているが、入庁 5 年以内の離職者

が増えている傾向があるか伺う。 
 

③ 栃木県及び県内各市の初任給の状況につ

いて伺う。 
 

④ 当市役所で働きたいという人を増やすた

めの考えについて伺う。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



５５ 

 
１３番 議席　５番　　　駒　場　久　和　         　  　   （３－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
(2) 市職員の働き方について 

 
① 窓口受付時間の短縮について、6 月の試行

開始から 2 か月以上が経過したが、市民や

職員からの反応について伺う。 
 

② 試行期間における職員の時間外勤務の削

減状況について伺う。 
 

③ 職員に対して、災害当番や大芦川パトロー

ル、最近は熊への対応など、通常業務以外

の動員による負担が増えていると考える

がどう捉えているか伺う。 
 

④ 災害時も想定し、現人員以上を確保するこ

とが重要と考えるがいかがか伺う。 
 
 



５６ 

 
１４番 議席１５番　　　佐　藤　　　誠　         　  　   （１－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

 
１「住みよさランキング 2026」について 

(1) 「住みよさランキング 2026」について 
 

① 「住みよさランキング 2026」について、

本市の結果と執行部の見解を伺う。 

② 県内 14 市の比較と本市総合計画を念頭

に、算出指標の中で執行部が重要と考える

ものと、それに対する取り組みの意向を伺

う。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）

 
２　中学生の自転車通学ヘルメットにつ

いて 

(1) 中学生の自転車通学ヘルメットについて 

 

① 市内公立中学校の現行の自転車通学ヘル

メットの指定を早急に解除し、生徒が自

由に選べるようにすべきだが執行部の見

解を伺う。 

② 現行制度を見直した際の想定される行政

コスト削減の余地を伺う。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）

 
３　教育長の教育理念とこれまでの取り

組みについて 

(1) 教育長の教育理念とこれまでの取り組みに

ついて 

① 教育長がどのような理念や哲学に基づき

本市の教育を担ってきたのかをこれまで

の活動をいわば通奏低音にして伺う。

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



５７ 

 

 
１５番 議席　８番　　　藤　田　義　昭　 　    　 　　   （３－１）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
１　人口減少となる社会に向けた政策に

ついて 
 

(1) 人口減少となる社会に向けた政策について 
 

① 人口減少となった将来の市の状況や課題

について、市としてどのように予測または

イメージしているのか伺う。 
 

② 将来の財政状況をどのように予測してい

るのか伺う。 
 

③ 人口減少を踏まえた長期的な視点での対

応策について伺う。 
 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長） 
 
 
 
 



５８ 

 

 
１５番 議席　８番　　　藤　田　義　昭　 　    　 　　   （３－２）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
２　地元の実業高校との関わりについて 
 

(1) 地元の実業高校との関わりについて 
 

① 来年度開校する鹿沼華陵高校に機械土木

科が設置されるにあたり、ものづくりのま

ちの担い手という視点から、関係機関や民

間事業者との連携等の推進について市の

考えを伺う。 
 

② さらに同校の農林科学科、情報科学料、商

業科、ライフデザイン科についても、将来

のまちの産業を支えていく担い手という

視点から、まちとの関わり方について考え

を伺う。 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）



５９ 

 
１５番 議席　８番　　　藤　田　義　昭　 　    　 　　   （３－３）

 
発 言 要 旨 答 弁 要 旨

  
３　今後の学校教育について 
 

(1) 私立の中学校との共存について 
 

① 私立の中学校へ進学する生徒数の推移及

び今後の中学校の適正配置への影響につ

いて伺う。 
 

② 市の教育委員会との関わり方について伺

う。 
 

③ 公立中学校との教育方針等の大きな相違

点について伺う。 
 

④ 私立の中学校と比較した公立中学校の今

後のあり方について伺う。 
 

(2) AI が普及していく社会に向けた学校教育に

ついて 
 

① AI が普及する社会で求められる人材の育

成という視点において、学校教育は今後ど

のように取り組んでいくべきと考えるか

伺う。 
 
 
 
 
 

 
（答弁者：市長・副市長・ 

教育長・関係部長）


